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皆様のヨーロッパ生活を応援する NX（NIPPON EXPRESS）の会報誌



H e a r t l i n e r  C l u b  •  2

＜健康診断コース＞
日本の健康保険組合「労働安全衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じたコースをロンドンで受診できます。

●大人コース
日本の健康保険組合「労働安全衛生
法」によって定められている定期健康
診断の内容に準じた基本コースや、
生活習慣病や各種がんなど疾病の
早期発見を目的とした4コース。

●オプション
婦人科健診、乳がん検診、脳ドック、内視鏡検査、MRI検査、ピロリ菌
検査、超音波検査など。

●お子様コース
乳幼児（生後６ヶ月から２歳未満）、未就
学児（２歳以上）、小学生以上を対象と
した３コース。

●レディース検診
ブライダルチェック

ジャパングリーンメディカルセンターは、
日本の倉敷成人病センターを母体に、シンガ
ポール・上海・ロンドンと、世界で活躍され
る皆さまに、日本の規定に合った健診を
安心して受けていただける医療機関です。
日本に帰ることなく受けられる健康診断で
早期発見、早期治療を。

お問い合わせはメールまたはお電話にてお気軽にどうぞ

健康診断のお申し込みは www.japangreen.co.uk から

tel. +44(0)20 7330 1750    email. checkup@japangreen.co.uk

＜電話受付時間＞ 月～金 9：00～17：00

10 Throgmorton Avenue, LondonEC2N 2DL UK （最寄駅： Moorgate、LiverpoolStreet、Bank）

ロ
ン
ド
ン
で
健
康
診
断
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

ヨーロッパで最大手の医療機関
充実した設備

お問い合わせから結果説明まで日本語対応
土曜日午前中の健診も受付

コンパクトコース  £280~
スタンダードコース  £480~ 
エグゼクティブコース  £750~ 
プレミアムコース  £950~
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NX 欧州 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）　49 (0)211 90495 0
ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の支店までご連絡ください。
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澄んだ色の世界で遊ぶ​
雪と氷の国の冬事情〈スイス〉

08	 Europe Now

ヨーロッパの街から
ドイツ l ベルリン「サムライ博物館ベルリン」

イタリア l ノルチャ「ネーロ・ノルチャ」

オランダ l ユトレヒト「ゾンネンボルフ天文台博物館」

チェコ l ロストキ・ウ・プラヒ「謝肉祭『マソプースト』」

ポーランド l ポズナン「ツィタデラ公園」

13	 Wine

今月の1本
チャートン・プティ・マンサン（白、中甘口）

14	 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
カロリーと栄養価

15	 What is this?

これって何ですか？
キジ
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Switzerland

澄んだ色の世界で遊ぶ 
雪と氷の国の冬事情
2023 年夏、ヨーロッパ各地で最高気温を記録し、地球温暖化の影響が深刻さを増しているが、北部を除
きほぼ国土全体がヨーロッパアルプスというスイスも例外ではない。近年は氷河の縮小が進み、スノース
ポーツのトレーニングが夏場にできなくなってきているとも聞く。とはいえ、冬になると、標高の高いス
イスアルプスは雪と氷の世界へと大変身。寒い季節ならではの澄んだ空気を胸いっぱいに吸い込んで、豊
かな自然を五感で体験してみよう。

スイス

Switzerland1
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氷
河
特
急
で
ス
イ
ス
の
自
然
を
満
喫

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
車
の
運
行
本
数
が
少
な
い
地
域
で

は
、
鹿
な
ど
の
野
生
動
物
の
線
路
へ
の
侵
入
や
急
な
大

雪
な
ど
の
影
響
で
、
列
車
の
運
行
に
支
障
が
出
る
こ
と

も
あ
る
。
都
市
部
で
は
そ
う
も
い
か
な
い
だ
ろ
う
が
、

地
方
都
市
で
あ
れ
ば
、
多
少
の
遅
れ
な
ら
「
ま
あ
そ
ん

な
も
の
か
」
と
気
に
す
る
人
は
少
な
い
よ
う
だ
。
日
本

で
は
、
例
え
ば
山
手
線
が
1
分
遅
れ
よ
う
も
の
な
ら
、

駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
謝
罪
放
送
が
鳴
り
や
ま
な
い
こ
と

に
比
べ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
の
ど
か
な
も
の
で
あ
る
。
と

は
い
え
、
一
般
的
に
ス
イ
ス
の
鉄
道
は
ス
イ
ス
時
計
の

よ
う
に
時
間
に
正
確
で
あ
る
と
聞
く
。
ま
た
、
車
両
に

は
自
転
車
を
置
く
場
所
が
設
け
ら
れ
、
峠
を
越
え
る
路

線
で
は
車
ご
と
乗
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

駅
で
発
車
の
ベ
ル
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
響
く
こ
と

も
な
く
、
時
間
が
来
れ
ば
ス
ル
ス
ル
と
静
か
に
列
車
は

駅
を
離
れ
て
い
く
。
焦
ら
ず
、
心
穏
や
か
に
旅
が
楽
し

め
る
の
は
あ
り
が
た
い
。

マ
イ
ペ
ー
ス
に
移
動
で
き
る
車
も
い
い
が
、
今
回
は

ス
イ
ス
列
車
「
氷
河
特
急
」
の
旅
を
中
心
に
、
ス
イ
ス

の
冬
事
情
を
お
伝
え
し
よ
う
。

氷
河
特
急
は
、
鉱
泉
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
一
年
中

客
足
が
絶
え
な
い
ス
イ
ス
東
部
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
、
サ

ン
・
モ
リ
ッ
ツ
か
ら
、
三
角
柱
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ト

ブ
ラ
ロ
ー
ネ
で
お
馴
染
み
の
、
凛り

り々

し
く
そ
び
え
る

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
有
す
る
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
へ
、
走
行

距
離
約
2
9
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
8
時
間
ほ
ど
で
結

ん
で
い
る
。
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ
か
ら
イ
タ
リ
ア
方
面
へ

と
続
く
ベ
ル
ニ
ナ
特
急
や
、
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
・
ゴ
ッ

タ
ル
ド
鉄
道
と
い
っ
た
路
線
が
、
ア
ル
プ
ス
の
峻
険
な

山
々
を
バ
ッ
ク
に
広
が
る
緑
豊
か
な
牧
草
地
や
、
急
流

を
擁
す
る
深
い
渓
谷
に
設
け
ら
れ
た
ル
ー
プ
ト
ン
ネ
ル

や
石
橋
な
ど
を
抜
け
、
風
光
明
媚
な
ス
イ
ス
南
部
の
ア

ル
プ
ス
周
辺
を
東
西
に
走
っ
て
い
る
。
山
々
を
縫
う
よ

う
に
走
る
た
め
、
走
行
間
の
標
高
差
は
1
0
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
。
冬
の
1
日
の
運
行
本
数
は
夏
よ
り
も
少
な 

く
、
1
往
復
か
、
多
く
て
も
2
往
復
。
観
光
列
車
だ
け 

あ
っ
て
、
イ
ヤ
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
の
車
窓
風
景
ガ
イ
ド

に
は
日
本
語
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
の
が
う
れ
し
い
。

一
部
の
車
両
は
天
井
付
近
ま
で
ガ
ラ
ス
窓
仕
様
（
こ

の
パ
ノ
ラ
マ
展
望
車
両
は
予
約
が
必
要
）
に
な
っ
て
い

る
な
ど
、
車
窓
を
流
れ
る
景
色
に
く
ぎ
付
け
に
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
。
心
地
よ
い
揺
れ
に
身
を
任
せ
て
居
眠

り
し
た
く
も
な
る
が
、
眠
っ
て
し
ま
う
の
が
惜
し
い
く

ら
い
の
絶
景
だ
。

氷
河
特
急
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
便
利
な
最
寄
り
の
飛
行

場
は
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
な
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
空
港
、
サ
ン
・

モ
リ
ッ
ツ
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
空
港
と
な
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト

氷
河
特
急
の
発
着
駅
の
一
つ
で
あ
る
サ
ン
・
モ

リ
ッ
ツ
は
、
ス
イ
ス
国
内
で
も
折
り
紙
付
き
の
高
級

リ
ゾ
ー
ト
。
標
高
が
1
8
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
、

晴
れ
て
い
る
日
が
多
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

1
9
2
8
年
と
1
9
4
8
年
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬

季
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
多
数
の
国
内
ス

キ
ー
場
の
中
で
も
、
冬
季
観
光
地
と
し
て
名
実
共
に
そ

1 幻想的なサン・モリッツの夜の街並み　2 峠を越える路線では車ごと列車で移
動できる　3 広々としたゲレンデにシュプールを描こう　写真：1 © Switzerland 
Tourism / Jan Geerk、2 © swiss-image.ch / Andy Mettler、3 © Switzerland 
Tourism / Lorenz Richard
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Nippon Express Belgium N.V.
NXベルギー

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814  FAX +32 (0)2 751 9246
E-MAIL: NEBE-removal@nipponexpress.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ
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の
名
を
馳
せ
て
き
た
リ
ゾ
ー
ト
地
だ
。
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ア
ル
ペ

ン
ス
キ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
近
年
で
は

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
も
開
催
さ
れ
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
ボ
ブ
ス

レ
ー
コ
ー
ス
も
現
役
で
使
用
可
能
で
、
一
般
客
が
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
る
そ
う
。

凍
り
つ
い
た
サ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ
湖
が
舞
台
の
乗
馬

レ
ー
ス
大
会
「
ホ
ワ
イ
ト
タ
ー
フ
」
も
人
気
。
毎
年
2

月
に
行
わ
れ
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
1
1
7
年
も
の
歴

史
を
誇
る
大
会
で
、
破
格
の
賞
金
額
で
も
知
ら
れ
る
。

会
場
周
辺
に
は
フ
ー
ド
テ
ン
ト
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
馬

主
や
騎
手
が
集
う
た
め
、
華
や
か
な
雰
囲
気
が
漂
う
こ

と
必
至
。
雪
煙
を
上
げ
て
疾
走
す
る
馬
と
騎
手
へ
声
援

を
送
っ
て
み
る
の
も
非
日
常
的
な
楽
し
さ
が
あ
る
。

ま
た
、
2
0
2
4
年
3
月
に
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

の
大
会
が
エ
ン
ガ
デ
ィ
ン
で
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。
マ

ラ
ソ
ン
と
同
じ
距
離
を
滑
走
す
る
こ
の
競
技
は
、
開
催

54
回
目
を
迎
え
る
。
そ
の
他
、
ハ
ー
フ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
や
17
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
同
競
技
女
子
の
部
と
い
っ

た
競
技
も
行
わ
れ
て
お
り
、
雪
の
大
平
原
を
色
鮮
や
か

な
ビ
ブ
を
付
け
た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
、
自
分
に
合
っ

た
ペ
ー
ス
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
。
主
要
な
選
手
た
ち
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
コ
ー
ス
脇
で
声
援

を
送
る
観
客
の
存
在
が
イ
ベ
ン
ト
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ

る
。
も
ち
ろ
ん
、
脚
力
に
自
信
が
あ
る
方
は
、
観
客
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
選
手
と
し
て
出
場
し
て
ほ

し
い
。
雄
大
な
ア
ル
プ
ス
を
背
景
に
地
元
の
人
と
ス

キ
ー
を
す
れ
ば
、
一
生
の
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。

シ
ル
バ
プ
ラ
ー
ナ
ス
キ
ー
場
で
は
、
2
0
2
5
年
に

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
フ
リ
ー
ス
キ
ー
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
世
界
選
手

権
が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
頂
き
を
望
む 

谷
あ
い
の
村
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

さ
て
、
氷
河
特
急
の
も
う
一
方
の
発
着
駅
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
は
、
岩
肌
が
凛
々
し
く
そ
び
え
る
マ
ッ
タ
ー
ホ

ル
ン
の
麓
の
村
だ
。
こ
ち
ら
は
環
境
保
護
の
観
点
か 

ら
、
1
9
8
0
年
代
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
車
で
の
乗
り
入
れ

が
禁
止
と
な
っ
て
い
る
。
村
内
の
移
動
手
段
は
電
気
自

動
車
か
馬
車
の
み
。
自
家
用
車
で
訪
れ
る
場
合
は
、
車

は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
の
手
前
の
駅
に
あ
る
駐
車
場
に
停

め
、
そ
こ
か
ら
列
車
で
村
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

国
境
を
挟
ん
で
イ
タ
リ
ア
の
チ
ェ
ル
ビ
ニ
ア
ス
キ
ー

場
と
も
つ
な
が
る
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
ス
キ
ー
場
は
、
ス
イ

ス
国
内
に
多
く
あ
る
ス
キ
ー
場
の
中
で
も
、
規
格
外
の

広
大
さ
を
誇
り
、
標
高
約
3
8
0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら

2
2
0
0
メ
ー
ト
ル
付
近
ま
で
、
約
25
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
コ
ー
ス
を
滑
走
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
や
フ
リ
ー
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
や
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、
ソ
リ
遊
び
な
ど
、
冬
の
ア

ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
各
種
も
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
初
心
者
で
も
、
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
を
活
用
す

れ
ば
冬
の
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
安
心
し
て
楽
し
め
る
。

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
滞
在
す
る
な
ら
、
標
高
3
0
0
0

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
ゴ
ル
ナ
ー
グ
ラ
ー
ト
の
展
望
台
か

ら
の
絶
景
は
要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。
展
望
台
へ
は
、
ツ
ェ
ル

マ
ッ
ト
か
ら
通
年
運
行
し
て
い
る
登
山
鉄
道
を
利
用
し

よ
う
（
所
要
時
間
約
35
分
）。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
を
は

じ
め
、
モ
ン
テ
・
ロ
ー
ザ
な
ど
4
0
0
0
メ
ー
ト
ル

級
の
山
々
や
ゴ
ル
ナ
ー
氷
河
な
ど
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
頂
上
に
あ
る
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で 

は
、
ハ
ム
や
チ
ー
ズ
の
盛
り
合
わ
せ
な
ど
の
他
、
冬
の

名
物
で
あ
る
フ
ォ
ン
デ
ュ
や
ラ
ク
レ
ッ
ト
と
い
っ
た
、

ス
イ
ス
チ
ー
ズ
を
存
分
に
味
わ
う
料
理
が
楽
し
め
る
。

さ
ら
に
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
周
辺

を
遊
覧
す
る
ツ
ア
ー
も
お
勧
め
。
75
分
の
空
中
散
歩
を

含
む
、
約
3
時
間
の
ツ
ア
ー
だ
。
ま
た
、
ア
ル
プ
ス
の

上
空
を
熱
気
球
で
飛
行
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ツ
ア
ー
も
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
近
郊
か
ら
イ
タ
リ
ア
を
目
指
し
て
出
発

し
、
飛
行
時
間
は
6
時
間
ほ
ど
。
い
ず
れ
も
ス
イ
ス
ア

ル
プ
ス
を
空
か
ら
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
。

氷
河
特
急
が
通
過
す
る
街
々
に
も 

長
い
歴
史
が
息
づ
く

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
を
出
る
と
、
氷
河
特
急
は
ブ
リ
ー
グ

へ
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
な
ど

が
毎
年
開
催
さ
れ
る
サ
ー
ス
フ
ェ
ー
へ
の
中
継
地
点
だ
。

ブ
リ
ー
グ
の
南
側
は
、
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
方
面
へ
と

続
く
シ
ン
プ
ロ
ン
峠
の
近
く
で
も
あ
る
。
峠
を
越
え
る

こ
の
ル
ー
ト
は
カ
ー
ブ
が
多
い
の
で
、
雪
の
降
る
冬
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
夏
場
で
あ
っ
て
も
車
ご
と
列
車
に

乗
り
込
め
る
カ
ー
ト
レ
イ
ン
の
利
用
を
お
勧
め
す
る
。

ブ
リ
ー
グ
を
出
発
す
る
と
、
ア
ル
プ
ス
最
大
級
と
い

わ
れ
、
世
界
自
然
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
レ
ッ

チ
氷
河
を
有
す
る
ア
レ
ッ
チ
地
方
に
差
し
か
か
る
。
こ

の
氷
河
を
見
渡
せ
る
展
望
台
へ
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で

登
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
の
街
は
ア
ン
デ
ル
マ
ッ
ト
。
多
く
の
峠
に
囲

ま
れ
た
谷
あ
い
に
あ
る
こ
の
街
は
、
古
く
か
ら
交
通
の

要
所
と
し
て
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
を
結
ん
で
き
た
。
鉄

道
な
ら
南
北
に
走
る
ゴ
ル
ダ
ッ
ド
線
と
東
西
に
行
き
か

う
氷
河
特
急
が
そ
れ
ぞ
れ
通
過
し
て
い
る
し
、
夏
場
に

は
蒸
気
機
関
車
や
、
急
勾
配
を
走
る
ラ
ッ
ク
式
鉄
道
な

ど
も
見
ら
れ
、
鉄
道
フ
ァ
ン
も
心
躍
る
場
所
だ
。

氷
河
特
急
の
ル
ー
ト
を
少
し
離
れ
、
ア
ン
デ
ル

マ
ッ
ト
か
ら
北
に
向
か
う
と
、
テ
ィ
ト
リ
ス
山
の
麓
の

村
、
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
グ
へ
。
テ
ィ
ト
リ
ス
山
頂
へ
は
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ゴ
ン
ド
ラ
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
を
使
い
、
乗
り
換
え
も
含

め
て
約
30
分
ほ
ど
で
到
着
す
る
。
中
で
も
2
つ
目
の

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
「
テ
ィ
ト
リ
ス
・
ロ
ッ
テ
ー
ル
」
は

ガ
ラ
ス
張
り
の
上
、
そ
れ
自
体
が
ゆ
っ
く
り
と
回
転

し
て
い
る
の
で
、
首
を
動
か
さ
な
く
て
も
パ
ノ
ラ
マ

景
色
が
楽
し
め
る
と
い
う
寸
法
だ
。
ま
た
、
標
高
約

3
0
4
0
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で
同
山
の
2
つ
の
頂
き

を
吊
り
橋
で
結
ん
だ
「
テ
ィ
ト
リ
ス
・
ク
リ
フ
ウ
ォ
ー

ク
」
で
ス
リ
ル
を
味
わ
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
高
所
恐
怖
症
の
方
は
遠
慮
し
て
お
い

た
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

氷
河
を
く
り
抜
い
た
ル
ー
ト
を
た
ど
る
「
グ
レ
ー

シ
ャ
ー
・
ケ
イ
ブ
（
氷
河
洞
窟
）」
で
は
、
約
5

 

0

 

0

 
0
 

年
も
の
間
そ
こ
に
あ
り
続
け
て
き
た
氷
河
の
輝
き
を

目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
が
遠
く
な

る
ほ
ど
の
長
い
時
間
を
か
け
て
造
成
さ
れ
た
大
自
然

に
向
き
合
う
と
、
そ
の
力
に
圧
倒
さ
れ
る
。
自
然
を

壊
す
の
は
一
瞬
だ
け
れ
ど
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
自
然

を
元
通
り
に
す
る
の
は
至
難
の
業
だ
と
い
う
こ
と
を
、

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ン
・
モ
リ
ッ
ツ
が
位
置
す
る
州
の
州
都
、
ク
ー
ル

は
、
約
5
0
0
0
年
前
ま
で
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
、
ス
イ
ス
で
最
も
古
い
と
い
わ
れ

る
古
都
。
8
0
0
年
ほ
ど
前
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
聖

母
マ
リ
ア
被
昇
天
大
聖
堂
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的
建

造
物
な
ど
、
見
ど
こ
ろ
も
多
い
。

ク
ー
ル
と
い
え
ば
、
こ
の
街
の
出
身
で
、
映
画
『
エ

イ
リ
ア
ン
』
に
登
場
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

を
手
掛
け
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
Ｈ
・
Ｒ
・
ギ
ー
ガ
ー
氏

が
有
名
だ
。
彼
自
身
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
、『
エ
イ
リ

ア
ン
』
の
宇
宙
観
が
楽
し
め

る
内
装
が
施
さ
れ
た
「
Ｈ
・

Ｒ
・
ギ
ー
ガ
ー
・
バ
ー
」
は
、

『
エ
イ
リ
ア
ン
』
フ
ァ
ン
な

ら
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。

（
田
中 

テ
ィ
ナ
）

●	スイス政府観光局 
www.myswitzerland.com

●	氷河特急 
www.glacierexpress.ch

●	マッターホルン・ヘリコプター・ツアー 
www.funflights.ch/scenic-flights/ 
matterhorn-mountain

●	H.R. ギーガー・バー 
www.hrgiger.com/barchur.htm

4 サン・モリッツ湖での乗
馬レース大会、ホワイトター
フ　5 日差しを浴びながら
滑走するエンガディンのク
ロスカントリー　6 氷河特
急の車内で、車窓を流れる
風景と共にランチやコース
料理が楽しめる（要予約）7 
足がすくむ高さの吊り橋、
ティトリス・クリフウォー
ク　8 映画『エイリアン』
のワンシーンに足を踏み入
れたような錯覚に陥る H.R.
ギーガー・バー　9 雪景色
の中を走る氷河特急　写真：
4 © Switzerland Tourism /
Christof Sonderegger、5 © 
swiss-image.ch / Andy Me
ttler、6 © swiss-image.ch 
/ Stefan Schlumpf、7 © 
Engelberg-Titlis Tourismus 
Company、8 © 2023 Mu
seum HRGiger、9 © swiss-
image.ch / Max Galli
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From European Countries to Japan
To Other European Countries

And to the World

ヨーロッパ各国から日本へ
他のヨーロッパ諸国へ
そして世界へ

255-707-491

「心で運ぶハートライナー」へのお申し込み・お問い合わせは、下記の支店・営業所まで電話かメールでお気軽に。 

Email. NEDE-HEAR.LINER@nipponexpress.com   www.nipponexpress.com/moving/de

NXドイツ

2
0
2
2
年
5
月
オ
ー
プ
ン
の

「
サ
ム
ラ
イ
博
物
館
ベ
ル
リ
ン
」。
日

本
国
外
で
は
最
大
級
の
、
本
物
の
サ

ム
ラ
イ
関
連
品
を
展
示
す
る
私
立
博

物
館
だ
。
創
設
者
で
あ
る
企
業
家
の

ピ
ー
タ
ー
・
ヤ
ン
セ
ン
氏
は
、
日

本
人
の
友
人
の
紹
介
で
空
手
に
出
会

い
、
黒
帯
レ
ベ
ル
ま
で
練
習
を
積
ん

だ
こ
と
か
ら
サ
ム
ラ
イ
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
。
約
30
年
前
に
蚤 

の
市
で
購
入
し
た
日
本
刀
を
見
て
「
剣

は
単
な
る
金
属
片
で
は
な
く
、
歴
史

の
あ
る
職
人
技
の
賜
物
な
の
だ
」
と

興
奮
を
覚
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

収
集
を
始
め
、
現
在
で
は
4

 

0

 

0

 
0
 

点
以
上
を
所
有
。
こ
れ
ら
を
展
示
す

る
た
め
に
博
物
館
を
設
立
し
た
。

約
1
5
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
の
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料 

や
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
来
館
者
を

サ
ム
ラ
イ
の
世
界
へ
と
誘
う
。
1
階

と
2
階
は
、
封
建
時
代
の
日
本
の
生
活

様
式
や
芸
術
、
伝
統
を
伝
え
る
史
料
、

約
1
0
0
0
点
の
常
設
展
示
。
日
本

の
伝
統
工
芸
の
類
い
稀
な
芸
術
性
な

ど
、
退
屈
に
な
り
が
ち
な
歴
史
を
、 

タ
ッ
チ
ス
ク
リ
ー
ン
や
3
Ｄ
モ
デ

ル
、
回
転
陳
列
棚
な
ど
に
よ
っ
て
楽

し
み
な
が
ら
体
感
で
き
る
の
も
人
気

の
秘
密
。
ま
た
防
具
や
武
器
だ
け
で

な
く
、刀
の
装
飾
品
や
木
版
画
、彫
刻
、

茶
器
な
ど
、
今
日
ま
で
続
く
武
家 

文
化
の
影
響
も
紹
介
。
サ
ム
ラ
イ
に

関
連
す
る
特
別
展
や
イ
ベ
ン
ト
も
定

期
的
に
開
催
中
だ
。
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、

広
大
な
能
楽
堂
と
茶
室
。
30
分
ご
と

に
能
楽
や
太
鼓
の
公
演
映
像
が
上
映

さ
れ
、
茶
室
で
は
茶
道
体
験
も
で
き

る
。（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 
典
子
）

［ ドイツ ● ベルリン ］

日本の歴史を形作ってきた武家文化を発信する

サムライ博物館ベルリン

INFORMATION
サムライ博物館ベルリン 
Samurai Museum Berlin
Auguststraße 68, 10117 Berlin 
+49 30 62975635 
https://samuraimuseum.de
時間：11:00 – 19:00 
休：年中無休 
料金：7 〜 16€（定期的に入れ替わる展示品による）

Germany
1 甲冑など防具をはじめとしたサムライ文化に出会える　2 創設者ピー
ター・ヤンセン氏のコレクションは、蚤の市で出会った 1 本の刀から始 
まった　3 日本人にとっても新しい発見がある展示品の数々　4 2 階にあ
る茶室では実際に茶道を体験することも　写真：© norikospitznagel
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

NXNXイタリアイタリア

当社の引越しは

日本だけでは

ありません！

TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
www.nipponexpress.com/moving/it
NEIT-MILAN.REMOVALS@nipponexpress.com

イタリア海外引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

イ
タ
リ
ア
が
誇
る
高
級
食
材
の
一

つ
、
ト
リ
ュ
フ
。
白
ト
リ
ュ
フ
最
大

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
ピ
エ
モ
ン

テ
州
の
ア
ル
バ
に
対
し
、
黒
ト
リ
ュ

フ
で
は
ウ
ン
ブ
リ
ア
州
の
ノ
ル
チ
ャ

が
有
名
だ
。
9
月
か
ら
収
穫
が
始
ま

る
夏
ト
リ
ュ
フ
を
含
め
る
と
、
収
穫

期
間
は
比
較
的
長
く
7
カ
月
ほ
ど
だ

が
、
高
級
黒
ト
リ
ュ
フ
の
旬
は
1
〜

2
月
で
、
そ
の
時
期
に
は
各
地
で
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。
中
で
も
イ
タ

リ
ア
最
大
級
の
黒
ト
リ
ュ
フ
祭
り
と

さ
れ
る
の
が
、
毎
年
2
月
下
旬
～
3

月
上
旬
に
か
け
て
ノ
ル
チ
ャ
で
行
わ

れ
、
2
0
2
4
年
で
第
60
回
を
迎
え

る
「
ネ
ー
ロ
（
イ
タ
リ
ア
語
で
黒
の

意
）・
ノ
ル
チ
ャ
」
だ
。

祭
り
で
は
、
ノ
ル
チ
ャ
の
守
護
聖

人
を
祭
る
聖
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
広
場
を

中
心
に
、
ト
リ
ュ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、

ノ
ル
チ
ャ
の
特
産
品
で
あ
る
サ
ラ
ミ

や
生
ハ
ム
、
羊
乳
か
ら
作
る
ペ
コ 

リ
ー
ノ
チ
ー
ズ
を
売
る
屋
台
も
並

ぶ
。
ま
た
、
食
に
関
す
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
や
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ョ
ー
、
子

ど
も
の
た
め
の
料
理
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
ト
リ
ュ
フ
犬
に
よ
る
ト
リ
ュ
フ

探
し
大
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
も
行
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
会
に
よ
る
聖
火
の
点
灯
に

始
ま
り
、
市
の
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏

や
ス
ト
リ
ー
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
他
、
伝
統

工
芸
品
製
作
の
実
演
や
芸
術
作
品
の

修
復
な
ど
、
食
絡
み
で
な
い
企
画
も

多
く
、
共
に
祭
り
を
盛
り
上
げ
る
。

地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
イ
タ
リ

ア
ら
し
い
収
穫
祭
を
楽
し
ん
で
み
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
お
腹
を
空
か
せ
て
ご

参
加
を
。	

（
田
中 

美
貴
）

［ イタリア ● ノルチャ ］

イタリア最大級の黒トリュフ祭り

ネーロ・ノルチャ
INFORMATION
ネーロ・ノルチャ 

Nero Norcia
www.nero-norcia.it

期間：2 月末～ 3 月初旬（2024 年予定）

Italy 1 祭りの中心となる聖ベネディクト広場　2 屋台では「タルトゥーフォ・プレジャート」と呼ば
れる高級トリュフも売られる　3 あらかじめ埋められたトリュフを犬たちが探し、そのスキルを
競うトリュフ探し大会は人気イベントの一つ　4 地元のレストランを中心にクッキングショーを
開催　写真：© Comune di Norcia
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「
ゾ
ン
ネ
ン
ボ
ル
フ
天
文
台
博
物

館
」
は
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
中
心
部
か
ら

少
し
離
れ
た
静
か
な
高
台
に
あ
る
。

ゾ
ン
ネ
ン
ボ
ル
フ
と
は
オ
ラ
ン
ダ
語

で
「
太
陽
の
砦
」
の
意
味
。
16
世
紀

に
外
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
目
的
で
造
ら

れ
た
砦
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
同
館

は
そ
の
名
前
を
引
き
継
い
で
い
る
。

19
世
紀
半
ば
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
大
学 

の
天
文
台
が
老
朽
化
し
た
の
を
見
か

ね
た
1
人
の
気
象
学
者
が
、
太
陽
の

砦
の
立
地
と
堅
固
な
構
造
に
着
目
し
、

こ
れ
を
基
礎
に
新
し
い
天
文
台
を
建

造
す
る
こ
と
を
提
案
。
こ
う
し
て
現

在
の
建
物
が
完
成
し
、
1
8
5
3
年

に
天
体
観
測
所
・
研
究
所
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。
気
象
学
者
が
先
導

し
、
太
陽
の
砦
の
上
に
築
か
れ
た
歴

史
が
あ
る
か
ら
な
の
か
、
こ
こ
で
は

特
に
気
象
学
と
太
陽
学
の
研
究
が
盛

ん
だ
っ
た
と
い
う
。

都
会
の
天
文
台
の
宿
命
で
、
街
の

灯
火
や
大
気
汚
染
に
よ
り
次
第
に
観

測
が
困
難
に
な
り
、
観
測
所
と
し
て

の
機
能
は
郊
外
へ
移
さ
れ
た
が
、
建

物
は
博
物
館
化
さ
れ
、
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
る
。
中
世
・
近
世
の
科
学

機
器
の
美
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
手
動
で
開
閉
す
る
ド
ー
ム
の
天

窓
や
、
鏡
筒
が
木
で
で
き
た
望
遠
鏡

な
ど
、
か
つ
て
は
最
先
端
だ
っ
た
設

備
も
、
今
で
は
そ
の
レ
ト
ロ
感
が
魅

力
に
な
っ
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
と
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
中
で
も
と
り
わ
け
古
く
か
ら
天

文
学
が
発
達
し
た
国
。
高
台
の
天
文

台
で
そ
の
歴
史
を
学
び
、
空
を
仰
い

で
宇
宙
に
思
い
を
馳
せ
て
み
る
の

も
、
旅
の
良
き
思
い
出
に
な
り
そ
う

だ
。	

（
清
水 

晶
子
）

［ オランダ ● ユトレヒト ］

宇宙へのロマンが感じられる場所

ゾンネンボルフ天文台博物館

INFORMATION
ゾンネンボルフ天文台博物館 

Sonnenborgh Museum and Observatory
Zonnenburg 2, 3512 NL Utrecht 

+31 (0)30 820 1420 
www.sonnenborgh.nl

時間：火～金 11:00 - 17:00、日 13:00 - 17:00 
休：月・土 

料金：大人 9.50€、学生 7.50€、18 才未満 6.00€、4 才未満無料

The Netherlands 1 「太陽の部屋」の望遠鏡。
観測会、講座など一般向
けの天文教育が活発に行
われている　2 落ち着い
た色合いの図書室　3 天
文時計と太陽系の模型。
模型の惑星は実際の公転
速度と同じ速さで動いて
いる　4 静かな高台にあ
る、ドーム屋根の天文台　
写真：© Akiko Shimizu

2
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europe  now ヨーロッパの街から

Nippon Express Portugal, S.A.

リスボン支店  TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店  TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせは NXスペインバルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988	 FAX +34-93-262-3130

Czech

［ チェコ ● ロストキ・ウ・プラヒ ］

アイデア勝負の異色の祭り

謝肉祭「マソプースト」

INFORMATION
ロストキのマソプースト 
Roztocký Masopust
252 63 Roztoky u Prahy 
+420 775 889 940 
www.roztoc.cz/masopust-2024 
日時：2 月 10 日 11:00 –  
料金：入場無料 
※夜のイベントは大人 300CZK（前売り）、15 歳以下無料

23

年
が
明
け
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

厳
し
く
、
雪
が
降
る
日
も
あ
る
チ
ェ

コ
だ
が
、
2
月
は
毎
年
恒
例
の
謝
肉

祭
が
あ
り
、
全
国
各
地
の
街
の
広
場

な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
な
ど
の
地
方
都
市
で

は
、
民
族
衣
装
に
合
わ
せ
た
仮
面
を

着
け
た
り
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
を

施
す
の
が
定
番
だ
が
、
都
市
部
で
は

伝
統
の
枠
を
超
え
て
、
ア
イ
デ
ア
勝

負
で
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
着
飾

る
。
元
々
手
作
り
が
得
意
と
い
う
国

民
性
も
あ
っ
て
、
見
ご
た
え
の
あ
る

力
作
が
そ
ろ
う
。

プ
ラ
ハ
の
隣
街
、
ロ
ス
ト
キ
・
ウ
・

プ
ラ
ヒ
で
は
、
毎
年
多
く
の
人
々
が

訪
れ
る
大
規
模
な
謝
肉
祭
「
マ
ソ

プ
ー
ス
ト
」
が
開
か
れ
る
。
こ
の
街

は
、
首
都
に
近
い
こ
と
、
ま
た
音
楽

家
や
ダ
ン
サ
ー
、
画
家
、
写
真
家
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
多
く
住
ん
で
い
る
こ
と

も
あ
り
、
一
年
を
通
し
て
街
ぐ
る
み

で
文
化
イ
ベ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
中
で
も
謝
肉
祭
は
最
大
の
メ
イ

ン
行
事
で
、
地
元
以
外
の
人
た
ち
の

注
目
度
も
高
い
。

こ
の
日
は
街
へ
向
か
う
公
共
交
通

機
関
の
車
両
の
大
半
が
仮
装
し
た
人

で
埋
ま
り
、
毎
年
選
出
さ
れ
る
女
王

を
馬
に
乗
せ
た
行
列
や
、
楽
器
や
歌

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。
夜
が
近
づ
く
と
、
今
度
は
ラ

イ
ブ
演
奏
と
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
が
始

ま
り
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
を
飲
み
な

が
ら
、
人
々
が
仮
装
の
ま
ま
夜
更
け

ま
で
歌
っ
て
踊
る
光
景
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
特
別
に
提

供
さ
れ
る
多
様
な
豚
肉
料
理
も
、
ぜ

ひ
味
わ
っ
て
み
た
い
。（
金
子 
季
乃
）

1 民族衣装は現代の今見ても美し
い　2 手作り感あふれる仮装が
チェコらしい　3 燻製の香りが秀
逸なソーセージやベーコンなど　
写真：1 © Jakub Soucek、2・3 
© Petra Hudcova
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europe  now ヨーロッパの街から

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

NXトルコ
www.nipponexpress.com/moving/tr

Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15,  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey
T	: +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
E	: NETR-Removal.Istanbul.Mail.Group@nipponexpress.com

各
地
に
戦
争
の
爪
痕
が
残
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
。
ポ
ズ
ナ
ン
に
も
、
2

	

0

	

0

	
8
	

年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
統
領
に
よ
り
歴

史
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
要
塞
跡
地
が

あ
る
。
19
世
紀
半
ば
に
旧
プ
ロ
イ
セ
ン	

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
だ
。
第

二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
1

	

9

	

4

	
5
	

年
ま
で
要
塞
の
あ
っ
た
こ
の
敷
地
に
、

1
9
7
0
年
頃
に
建
設
さ
れ
た
の
が	

「
ツ
ィ
タ
デ
ラ
公
園
」
で
、
約
1

	

0

	0	

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
そ
の
広
さ
は
、

市
内
の
公
園
の
中
で
も
最
大
だ
。

数
百
種
の
植
物
に
囲
ま
れ
て
、
園

内
に
は
多
く
の
動
物
や
鳥
、
昆
虫
な

ど
が
生
息
。
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
た
樹
齢
約
1
5
0
年
の
樫
の
木

も
あ
る
。
高
さ
約
30
メ
ー
ト
ル
、
太

さ
約
3

・

25
メ
ー
ト
ル
と
い
う
巨
木

だ
。
ま
た
1
9
8
6
年
に
は
、
広
島	

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
次
い
で
世
界
で

3
番
目
に
「
平
和
の
鐘
」
が
設
置
さ

れ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
や
、

一
息
つ
け
る
カ
フ
ェ
も
あ
る
。

戦
時
中
の
ポ
ズ
ナ
ン
の
様
子
が
垣

間
見
え
る
の
が
、
園
内
に
2
つ
あ
る
軍	

事
博
物
館
。
か
つ
て
の
軍
事
研
究
所
を	

利
用
し
て
設
立
さ
れ
た
「
兵
器
博
物	

館
」
で
は
、
軍
服
や
武
器
の
他
、
ソ
連

赤
軍
か
ら
街
を
守
ろ
う
と
す
る
ポ
ズ

ナ
ン
市
民
の
戦
い
の
様
子
を
紹
介
。
屋

外
に
は
実
際
に
使
用
さ
れ
た
戦
車
や

戦
闘
機
、
軍
用
車
の
展
示
も
。「
ポ
ズ

ナ
ン
陸
軍
博
物
館
」
で
は
、
戦
時
中
の

同
軍
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
で
戦
死
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド

兵
や
英
兵
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
兵
の
墓

地
も
あ
る
。
英
兵
の
墓
地
に
は
、
同

軍
の
一
員
と
し
て
戦
っ
た
13
人
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
兵
も
眠
る
。

	

（
ス
プ
リ
ス
ガ
ル
ト 

友
美
）

INFORMATION
ツィタデラ公園 
Park Cytadela

Al. Armii Poznań, 61-001 Poznań 
+48 61 860 85 00 

（公園）www.poznan.pl/mim/turystyka/parki,poi,3338/-,51946.html 
（兵器博物館）wmn.poznan.pl/oddzialy/muzeum-uzbrojenia 

（ポズナン陸軍博物館）wmn.poznan.pl/oddzialy/muzeum-armii-poznan
時間：火～土 10:00 – 17:00、日 10:00 – 16:00 

休：月 
料金：兵器博物館15zł、ポズナン陸軍博物館10zł

Poland

［ ポーランド ● ポズナン ］

要塞跡地で平和への思いを新たに

ツィタデラ公園

1 広島とポズナンをつなぐ平和の鐘　2 要塞の趣を感じるポズナン陸軍博物館の
内部　3 春になると花が咲き乱れるさわやかなツィタデラ公園　写真：1 © 
Janusz Starczewski、2 © Tomomi Splisgart、3 © Małgorzata Cieślak
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NXスペイン
Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

NXスペイン公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: NEES-Removal@nipponexpress.com

ニュージーランドに隣国オーストラリアから初めてブ

ドウの木が持ち込まれたのは1819 年のこと。ワイン造

りは1836 年に、英国人のジェームズ・バズビー氏によっ

て温暖な北島で始まりましたが、1973年に冷涼な南島

にあるマールボロ地区にソーヴィニヨン・ブラン種が植

えられたことが大きな転機となり、1980年代にはこの

品種で造られた白ワインがニュージーランドワインを世

に知らしめる存在となりました。日照時間が長く水はけ

の良い土壌を持つこの地区だけで、今では国内最大のワ

イン生産量（約 2/3）を誇り、その 8 割が同品種により

ますが、その他にも多様な白品種、ピノ・ノワールをは

じめとする黒品種が栽培され、豊かな果実味と凛とした

酸が特徴の、テロワール * が反映された質の高いワイン

が多く造られています。

今回ご紹介するのは、英国イングランド中部出身のサ

ム・ウィーヴァー氏が移住して創設したワイナリーで、

1997 年にソーヴィニヨン・ブランで初ヴィンテージを

発表。今では 2 人の息子が舵をとり、さらなる前進を続

けています。51 ヘクタールある農場のうち 22 ヘクター

ルがブドウ畑で、起伏に沿った南東向きの土地に柔らか

な朝陽が当たります。ブドウは白のソーヴィニヨン・ブ

ラン、ヴィオニエ、プティ・マンサンと、黒のピノ・ノワー

ルの 4 品種。サステナビリティを信条とし、国内でいち

早くオーガニック農法を取り入れ、ビオディナミ農法（生

体力学農法）** も実践しています。そうすることで、この

土地に関わるすべてのものがワインのエッセンスとなり、

大地の讃歌のような悦びに満ちた味わいを生み出します。

色合いは、ハリのある、眼がくらむほどに輝く黄金色。

熟したパイナップルにマンゴー。ハチミツに蜜蝋。スイ

カズラに烏龍茶。ほんの少しの白胡椒。突き刺す閃光の

ような酸味からはほとばしる生命力を感じます。しなや

かに引き締まったストラクチャーに絡まる強いアルコー

ル感がアクセントを与え、ふわっと優しい甘みが包み込

みます。それらがきれいに溶け合い、凝縮する過程で余

分なものが取り払われ、滑らかなテクスチャーのフィニッ

シュへと続いていきます。そしていつしかすべてのもの

が昇華され、跡形もなく消え去ったその場所には、不思

議なほどに、多幸感が溢れています。

高品質な出来の 2015 年もの（47€、500ml）は、今

とてもピュアで澄んでいますが、あと 1 〜 2 年はそれを

キープするでしょう。	 （鈴木 かづみ）

Churton Petit Manseng
チャートン・プティ・マンサン（白、中甘口）

【生産地】
ニュージーランド・マールボロ地区

【ブドウの品種】
プティ・マンサン 100%（フラ
ンス、ピレネー地方のジュラン
ソンが起源。酸度も糖度も高い）

【ワインひとくちメモ】
ニュージーランドでは、亜硫酸
無添加やスクリューキャップの
導入（現在すでに全ボトルワイ
ンの 9 割以上に適用され、ワイ
ンの熟成を妨げることなく品質
保持が可能）など、さまざまな
試みに挑戦しており、その品質
と相まってワインの評価が世界
的に高まっています。
*	 テロワール : ブドウ畑を取り

巻く自然環境要因のこと
**	ビオディナミ農法 : 天体の動

きに着目し、太陰暦に基づく
農業暦に従って種まきや収穫
等を行い、自然と超自然との
調和を目指す有機栽培の一種
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●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者はケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

充実した異文化交流プログラム
地元Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学
研修、Oxford大学研修、UCLロンドン大学研修、年3回
のHome stay、現地校短期留学など。

急な海外赴任の場合には、編入学についていつでもご相談下さい。

Guildford Road, Rudgwick, West Sussex RH12 3BE
 Tel: +44(0)1403 822 107  Email: eikoku@rikkyo.uk

詳しくはHPをご覧下さい。www.rikkyo.co.uk

様々な文化交流活動を通して
歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践 立教大学推薦枠改定

2025年度入学より、
立教英国学院高等部と立教大学で定めた

推薦条件を満たした生徒は
人数の制限なく立教大学への推薦が
認められるようになります。

オンライン個別相談
随時実施中

詳細は、本校ホームページ
入学試験情報＞学校説明会情報

【入試情報】  2024年度入学  〈2024年1月21日実施〉 中学部・高等部ともに若干名
    出願締切: 2024年1月11日必着
　　　　　 2024年度4月編入 〈2024年1月実施〉 小学部（5、6年）・中学部（2、3年）・高等部（2年）ともに若干名
    出願締切: 2024年1月4日必着

英国で学び、世界に羽ばたく。

＊詳細についてはホームページをご覧下さい。

Vol.54

カロリーとは
一般的に低カロリー食品が好まれる傾向にありますが、「カロリ 

ーって何？」と聞かれて答えられる人は案外少ないかもしれません。

カロリーとは熱となるエネルギーの単位で、1 カロリーは 1 気圧

の下で水 1 グラムの温度を 14.5°C から 15.5°C まで上げるのに

必要とされる熱量のこと。値が小さいため、その 1,000 倍となる 

kcal（キロカロリー）が主に使われています。別の測定法には、kj 

（キロジュール）という単位もあります。これらは通常、食品成分

表部分に 100g 当たりとパッケージまたは一食分当たりの量で表示

されています。

空のカロリー
カロリーは熱の単位なので、栄養素の摂取量とは比例しません。

加えて、年齢や性別、身長、体重、腸内細菌の状態などによって、

各個人に必要とされる熱量は異なります。例えば、1 日の必要カロ

リー推奨量が成人男性 2,500kcal、女性 2,000kcal であっても、

これはあくまでガイドライン。個人に合う量を摂取するのが理想的

です。また、自然の状態に近い食品と超加工食品の摂取を比較した

場合、仮に両者が同じカロリーであっても、体内では全く別物とし

て働くという点も把握しておく必要があるでしょう。超加工食品は

カロリーの割に栄養価が低いため、カロリー計算だけに頼ると栄養

素のバランスが崩れやすくなります。ちなみに超加工食品とは、工

場で加工され、着色料や香料、乳化剤、遊離糖類、トランス脂肪酸、

防腐剤などの添加物（非食品成分）が加えられている食品のこと。

手軽で安価ですが、面倒でも原材料をチェックして

合成添加物の少ないものを選ぶのが理想的です。

理想的なカロリー
食品選びの際には、カロリー計算よりも体に必要

かという点を重視する方が健康には有効かもしれま

せん。新鮮で食物繊維の豊富な野菜や果物など、低

カロリーでも抗酸化物質がしっかりと摂取できる食品に加えて、脂

の乗った魚、良質のオリーブ油、ナッツ類などでさらなる栄養素や

カロリーを補うのが健康的です。伝統的地中海式ダイエットが、な

ぜ理想的な食事のスタイルとして注目を集めているかがご理解いた

だけるでしょう。カロリーは多少足りないくらいの方が長寿をサ

ポートするという研究結果も出ていますが、仮に高カロリー食品で

も体に必要なものであれば定期的に摂取することをお勧めします。

低カロリー食品と組み合わせたり運動量を増やすなどして調整す

れば、代謝調整機能を柔軟に保つのにも有効です。健康を軸にカロ 

リーを計算する場合は、食物繊維や抗酸化物質がより多く摂取でき

る食品を選ぶと、体が必要としているものを効率よく補えます。

カロリーと栄養価
食品選びの際、カロリーを基準にしている人も多いようですが、

食品のタイプが違えば、同じカロリー量でも栄養価のスコアは異なります。
低カロリーの方が良いというわけではないのでご注意を。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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各言語での名称

＜開講コース＞ 対象学年： 小１～高校生 

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～中2 【受験コース】 国語・算数/数学・英語・理科・社会
小６ 【受験基礎コース】 国語・算数・英語
小６・中3 【受験コース】 国語・算数/数学・英語
中３～高３ 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
オプション 小６対象： 英語過去問講座、難関校対策算数
 中学生対象： 難関校対策英語、公民時事問題ほか

参加をご希望の方は、ホームページの
 「無料体験授業」欄よりお申し込みください。

体験授業は、１月～２月にかけて行います。
実施日・時間などはホームページにてご確認ください。

コース説明会／体験授業

欧州生対象オンラインコース  １月１0日（水）説明会実施！
～帰国枠入試に合わせた充実したコース設定 新学年度 2月1日（木）開講～

野生鳥獣の食用肉を意味するフランス語「ジビエ」。ジビエを食す習慣は、狩猟の

盛んなヨーロッパでは愛好家も多い伝統的な食文化である。狩りが王侯貴族の嗜みで

あった中世には、来客にジビエ料理を振る舞うことで狩の腕前を自慢したという。西

洋画のモチーフとしてもよく扱われるので、美術館で目にしたことのある方も少なく

ないだろう。中世の城の薄暗いキッチンテーブルの上にフルーツや野菜と一緒に置か

れたシカや野ウサギと、フェザンダージュ *される吊るされたキジが描かれた絵画…。

まさにその世界である。このように古い歴史を持つジビエ料理は、現代もレストラン

では季節のお勧め料理、家庭では来客時のおもてなし料理として受け継がれている。

ジビエの旬は、鳥獣に脂が乗ってくる晩秋頃から春先まで。やはりこの時期になると

旬を迎える種々のキノコ類と並んだ風景を、市場の肉屋でも見かけるようになる。

今回は高タンパク・低脂肪で鉄分を多く含むキジの料理をご紹介。キジに限

らずジビエはきちんと加熱することが大切。少し癖のある食材なので、香り高いキノ

コや香草などでしっかり風味を付けると良い。ジロール茸とリンゴ、コアントローを

アクセントにしたクリーム煮は、こっ

くりしたクリームソースがキジの淡白

な味わいとよく合う。ソースはパンで

拭えば最後まで楽しめる。徐々に寒く

なる今の季節にぴったりのキジ料理で、

冬のヨーロッパのプチぜいたくを堪能

していただきたい。	 （兒玉 ゆきこ）

Pheasant
【 キ ジ 】 

イタリア語	 fagiano

オランダ語	 fazant

スペイン語	 faisán

チェコ語	 bažant

トルコ語	 sülün

ドイツ語	 fasan

ハンガリー語	 fácán

フランス語	 faisan

ポーランド語	 bażant

ポルトガル語	 faisão

調理法

リンゴとコアントローを隠し味にクリームで煮込んだキジは、
ジロール茸とのマリアージュが最高

＊�肉の味と旨みを引き出すために熟成されるこ
と。フェザンダージュの語源となっているの
がフランス語の faisan（キジ）



■	イギリス（国番号 +44）/ アイルランド
	 ロンドン &グラスゴー、ダブリン
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
	 マンチェスター•••••••• (0)161-436-7500
	 ニューカッスル•••••••• (0)191-519-7950
	 イーストミッドランド
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■	イタリア（+39）
	 ミラノ••••••••••••••••••••••••••02-21698-972

■	オランダ（+31）
	 アムステルダム•••••••• (0)20-5005200

■	スイス（+41）
	 チューリッヒ••••••••••••• (0)44-836-9966

	 ジュネーブ••••••••••••••••• (0)22-929-0310

■	ドイツ（+49）
	 デュッセルドルフ••••(0)211-90495-0

	 フランクフルト &シュトゥットガルト
	 ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584

	 ハンブルグ••••••••••••••••• (0)40-73112-194

	 ミュンヘン••••••••••••••••• (0)89-37426-353

■	オーストリア（+43）
	 ウィーン•••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35411

■	フランス（+33）
	 パリ•••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350

■	ベルギー（+32） / ルクセンブルグ
	 ブリュッセル••••••••••••• (0)2-7517814/5

■	スペイン（+34）
	 マドリッド•••••••••••••••••91-748-0862

	 バルセロナ•••••••••••••••••93-552-2986

■	ポルトガル（+351）
	 リスボン••••••••••••••••••••••21-842-9520

■	ハンガリー（+36）
	 ブタペスト••••••••••••••••• (0)29-553-807
■	チェコ（+420）
	 プラハ••••••••••••••••••••••••••255-707-491
■	ポーランド（+48）
	 ワルシャワ••••••••••••••••• (0)22-878-3208
■	ケニア（+254）
	 ナイロビ•••••••••••••••••••••• (0)20-4938310
■	トルコ（+90）
	 イスタンブール•••••••• (0)212-465-6934
■	アラブ首長国連邦（+971）
	 ドバイ•••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

引越のご用命は
次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、NXグループに
お任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。NXグループは、梱包から
お引越先でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も
NXグループがお世話いたします
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本のNXグループの引越専任スタッフ
が責任を持って配達いたします。
東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど
作業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。 
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任
せください。

きめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に
先立ちNXグループがご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物
と海外から送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


